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事
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・

成
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各小中学校の保護者が、もの作りやその他の教室に参加することによって自分の子供たちだけではなく、保護者同士や先生方ともコミュ
ニケーションを深める機会がつくれた。
また、給食試食会を行うことで食育に関することも学ぶことができた。

⑧写真及び図
面

実　績

６校

目　標

３２年度
目標値

（３７年度）

町内各小中学校での開設
（小学校６校・中学校２校）

目　標 ８校 ８校 ８校 ８校

実　績

平成３１年度

①各小中学校へ家庭教育学級開設依頼
②開設希望校より申請書の提出
③教育委員会で承認後、補助金交付
④家庭教育学級取り組み開始
⑤取組終了後、実績報告書類の提出

平成３２年度

①各小中学校へ家庭教育学級開設依頼
②開設希望校より申請書の提出
③教育委員会で承認後、補助金交付
④家庭教育学級取り組み開始
⑤取組終了後、実績報告書類の提出

⑦成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値

（２９年度）
３０年度 ３１年度

特定財源名 （a）または（b）の名称 （c）の名称

⑥事業計画

年度 実施する具体的な事業の内容

平成３０年度

①各小中学校へ家庭教育学級開設依頼
②開設希望校より申請書の提出
③教育委員会で承認後、補助金交付
④家庭教育学級取り組み開始
⑤取組終了後、実績報告書類の提出

計(a～d) 0 170,000 1,849,000 1,849,000 1,849,000

(d)一般財源 170,000 1,849,000 1,849,000 1,849,000

(c)地方債等

(b)県費

(a)国庫

④実施方法  　 □直接実施　　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

⑤事業費
【単位:円】

　28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

財
源
内
訳

事業実施
（予定）年度

H30～H32
基本計画の該当個所 施策の柱８－４、８－６

③事業内容

子どもの教育や人格形成に果す家庭の役割を見つめ直し、家庭教育について保護者自らが学び、親子のふれあいを通して家庭の教育力の向
上と子どもの生きる力を育む事を目的として幼稚園・小学校・中学校のＰＴＡ単位等による家庭教育学級開設事業を実施致します。
一校につき30,000円の補助。

【学ぶ】施策の柱８

①予算事業名 社会教育運営事業 予算科目 １０－５－１－１ 基本構想上の位置づけ
上段：「島づくり目標」
下段：「施策の柱」

幼児・小中学校教育の充実

小中学校教育の充実

②担当部課名 教育課


